
事例：千葉県銚子市（銚子電力）

 日射量・風況に恵まれた自然環境を活かした再エネの地産地消による地域内での資金
循環等を目指し、地域新電力事業を立ち上げ。

銚子電力株式会社への共同出資に係る協定締結の様子
（銚子市役所ホームページより）

〇 事業概要
・ 銚子市、企業、地元金融機関の出資により、地域新電力会社「銚子電力」を設立。2018年9月より高圧受電
施設への電力供給を開始。
・ 銚子市内の再生可能エネルギーの有効活用と共に、市と連携した新たな地域貢献サービス実施を想定。

〇 事業スケジュール
年度 日 時

2017
・ 地域新電力会社の設立について検討開始
（エネ庁「地域の特性を活かしたエネルギー地産地消
事業費補助金」を活用してFS調査実施）

2018
・ 銚子市、Looop、エックス都市研究所の３者で、
銚子電力の共同設立に関する基本協定書を締結
・ 銚子市施設への電力供給開始
・ 銚子信用金庫及び銚子商工信用組合の出資参画

2019
以降

・ 家庭向け電力供給を開始予定
・ 銚子市と連携した地域貢献サービス等の実施予定

※関係者へのヒアリングや公表資料等を参考に関東経済産業局が作成



事例：千葉県銚子市（銚子電力）

事業主体

銚子電力株式会社
※ 官民共同出資の地域新電力会社
・ 所在地：
千葉県銚子市若宮町１－１

・ 連絡先：0479₋21₋5023
・ 資本金：999万円
・ 出資者

銚子市
株式会社Looop
株式会社エックス都市研究所
銚子信用金庫
銚子商工信用組合

事業内容 (1)電力小売事業
(2)エネルギーを利用した商品の企画・開発・販売

主要電源 ・ 銚子市内の風力や太陽光をはじめとする再生
可能エネルギー

〇 基礎情報

銚子電力 広報チラシ（平成30年度時点の内容）



事例：千葉県銚子市（経緯と課題）

 エックス都市研究所から銚子市に地域新電力設立について提案がなされたことを契機に、
エネ庁の補助事業を活用してFS調査を実施し、地域新電力設立の方向性が固まった。

 Looopが提案した具体的な事業スキームをもとに、事業会社設立の検討開始。

経緯

 事業に銚子市が出資することについて、銚子市関係者の理解は得られるか。

検討段階での課題

 事業者から、銚子市の政策課題の解決につながる事業提案がなされたほか、出資者に
対する配当は行わず、利益はすべて地域貢献サービス等を通じて地域に還元するスキー
ムとしたことで、銚子市関係者（市長・市議会）の理解がスムーズに得られた。

 銚子市長は、風況に恵まれた銚子市の地域特性を活かした洋上風力推進方針を打ち出
しており、市内再エネを活用した地域新電力事業は市長の方針と一致する提案だった。

 Looop提案の事業スキームは「同社の社員が転籍し市内に事業拠点を構える」というもの
で、銚子市が抱えていた「市内での産業・雇用創出」という課題に応えるものであった。

事業化のポイント
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